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三重県内男女共同参画連携映画祭 2017・映画「この世界の片隅に」 

日時 平成 29年 6月 24日（土）13：30～15：45 

会場 鈴鹿市文化会館 けやきホール 

内容 【概要】 

『男女共同参画』を身近に感じていただくため， 県内の 5 つのセンターと

21市町が連携して，20会場で上映する「映画祭」を開催しました。 

上映映画「この世界の片隅に」は，主人公“すず”が見知らぬ土地で夫やそ

の家族と共に，工夫をこらして生活し，戦争時代を前向きに生きていく，男女

（ひと）の優しさや強さが感じられる映画でした。また，「戦争」が今回の映

画の重要なテーマであったため，人権政策課と協働し，「広島・長崎 原爆と

人間」のパネル展示を行いました。 

【参加者数】 

459人 

【参加者の感想より】 

・時代背景から，家族，地域のかかわりの大切さを見直すきっかけになった。 

・一人では生きていけない，支え合う事が大切と思いおこしました。 

・あの時代の家族の人の温かさ，優しさがにじみ出て感動しました。 

・戦争を体験した事を思い出して，二度と戦争はだめと思いました。苦しい中

でも人の優しさを感じ，温かい映画でした。 

 

 

 

 

 

 

主催 三重県男女共同参画センター 四日市市男女共同参画センター 伊賀市男女

共同参画センター 名張市男女共同参画センター 鈴鹿市男女共同参画セン

ター いなべ市 桑名市 東員町 菰野町 朝日町 川越町 亀山市 津市 

松阪市 伊勢市 明和町 鳥羽市 多気町 大台町 志摩市 南伊勢町 紀

北町 尾鷲市 熊野市 御浜町 紀宝町 

 

男女共同参画週間（街頭啓発・展示） 

日程 

場所 

内容 

毎年 6 月 23 日から 29 日までの１週間は，『男女共同参画週間』です。今

年は「男で○，女で○，共同作業で◎。」のキャッチフレーズのもと，男女

共同参画社会の実現に向けた取組が全国的に実施されました。鈴鹿市でも街

頭啓発や展示，ポストツリーによる意見収集を行いました。 

【街頭啓発】 

■鈴鹿ハンター（平成 29年 6月 17日） 
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■白子駅（平成 29年 6月 21日） 

 鈴鹿ハンターと白子駅の 2か所において啓発物品を配布し，男女共同参画

週間をＰＲしました。 

  

 

【展示】 

■市役所本館 1階・市民ギャラリー（平成 29年 6月 22日～27日） 

 啓発パネルとポストツリーを展示しました。ポストツリーでは，「あなた

が男女差を感じたことは何ですか？」というテーマで，「子育て・家庭」，「仕

事・職場」，「地域・行政」の 3つについて，皆さんの思いを書いていただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

応援事業 育休ママの集い「ママのこれからの働き方」 

日時 平成 29月 10月 5日（木）10：00～12：00 

場所 ■鈴鹿市男女共同参画センター 研修室 

内容 【概要】 

 このセミナーは，現在産休・育休中，または取得予定の妊婦を対象に，鈴

鹿市男女共同参画団体「ＮＰＯ法人マザーズライフサポーター」により実施

されました。育児ママのロールモデルお二人の経験談や，子育て支援の活用

についてのお話があり，グループディスカッションも行いました。職場復帰

を控え不安や悩みを持つもの同士，アドバイスを出し合ったり，和気あいあ

いと有意義な時間を過ごしました。 

【講師】 

伊藤理恵さん（ＮＰＯ法人マザーズライフサポーター） 

【参加者数】 

20人 
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女性に対する暴力をなくす運動（展示） 

日程 

場所 

内容 

毎年 11 月 12 日から 25 日までは「女性に対する暴力をなくす運動」期間

です。今年も県内市町と連携して，「パープルリボン」啓発展示等を同時開

催しました。 

【展示】 

■鈴鹿市男女共同参画センター（平成 29年 11月 12日～25日） 

 啓発パネル展示とパープルリボンでの館内装飾，パープルリボンカードで

の意見収集を行いました。パープルリボンカードには「暴力に対するメッセ

ージ」を書いていただき，思いやりの心が集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェフリー15周年記念ふぇすた 

日時 平成 29年 11月 25日（土） 9：50～16：00 

（分科会：11/28，12/7，12/11，12/15） 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター 

（分科会：深伊沢小学校，白子中学校，玉垣幼稚園，鈴鹿医療科学大学） 

内容 【テーマ】 

「一期一会・出会いから広がれ鈴鹿の男女共同参画」 

【概要】 

■11月 25日(土) 

◎9：50～10：00 

・オープニング 
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開会のあいさつのあと，皆で「平和と共生のうた～希望の光～」を歌いま

した。作曲された青井和徳さんに，演奏をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

◎10：00～12：00 

・歴史を変えた鈴鹿の女性たち～三重の女性史研究会の調査から～〔講師：

佐藤ゆかりさん（三重の女性史研究会事務局長）〕 

女性の権利向上に尽力された３人，山野和子さん，山本和子さん，松本文

子さんについて，三重県の女性史を研究されている「三重県の女性史研究会」

の佐藤ゆかり事務局長にお話しいただきました。わかりやすい，パネル展示

もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

◎10：00～11：00・11：00～12：00 

・帽子型ブローチを作ってみよう〔講師：鈴鹿生活学校（鈴鹿市男女共同参

画団体）〕 

いろとりどりの布の中から好きな柄を選んで，個性あふれるブローチ作り

をしました。帽子の一部にペットボトルキャップを利用し，地球にも優しい

作品ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

◎10：00～11：30 

・防災カンガルー★すずか〔講師：防災カンガルー★すずか〕 

 乳幼児の子をもつママが鈴鹿の防災をレポート。災害対策用のテントを体
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験したり，携帯トイレや，防災食，備蓄品，新聞紙やダンボールで作ったお

もちゃなど，展示がたくさんあり，防災の知識が深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・母が仕事になる働き方〔講師：ＮＰＯ法人マザーズライフサポーター（鈴

鹿市男女共同参画団体）〕 

 子育てママの働き方が見えるパネル展示のコーナーで，子育てと仕事を両

立させるコツを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎10：00～12：00 

・鈴鹿のコシヒカリでＭＹ五平餅〔講師：Agriロマン鈴鹿（鈴鹿市男女共同

参画団体）〕 

 お父さんとお子さんとの親子参加もありました。鈴鹿産のコシヒカリ米を

型に入れてこんがりと焼き，おいしい落花生入りの手作りタレをつけて，そ

れぞれの五平餅を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎13：30～15：30 

・基調講演「生活の中に活かす男女共同参画」講演＆トーク  
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講師：内海房子さん（独立行政法人国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）理事長），

トークゲスト：安井尚志さん（鈴鹿市の男女共同参画を推進する条例検討委

員），鈴鹿医療科学大学の学生さん（２名），亀井秀樹副市長 

ＮＥＣ関連会社で社長を務めた経歴をお持ちの内海房子さんを講師にお

迎えし，日本における男女共同参画推進のあゆみや，国立女性教育会館（Ｎ

ＷＥＣ）の設立・事業について，お話しいただきました。グラフを見ながら，

男女共同参画についての知識を深めることのできる内容でした。 

後半のトークセッションでは，講師の内海さんをコーディネーターに「明

日につなぐジェフリーすずか～これまでの成果とこれからの役割を考える

～」をテーマに４名のゲストとともに，男女共同参画を生活の中に活かすた

め，男女共同参画センターをどう活用していくかについて話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

◎11：30～12：30 

・地元産新鮮野菜の販売〔協力：Agriロマン鈴鹿（鈴鹿市男女共同参画団体）〕 

 安心・安全な新鮮野菜を販売しました。 

 

 

 

 

 

 

◎10：00～16：00 

・「ジェフリー15年のあゆみ」パネル展示 

 鈴鹿市男女共同参画センター・ジェフリーすずかは，平成 14 年 8 月にオ

ープンし，15周年を迎えました。その月日の中で，鈴鹿市の「男女共同参画

社会」がどれだけ変わったか，過去と現在の差を見える化しました。 
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・ＮＷＥＣ（ヌエック）40周年パネル展示 

 国立女性教育会館は平成 29年 11月に開館 40周年を迎えます。昭和 52年 

に文部省の附属機関である国立婦人教育会館として設置されて以降，平成 13

年の改称を経て，男女共同参画の推進機関として活動を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

・ちょっと一服コーナー〔協力：ＡＧＦ鈴鹿株式会社〕 

 毎年恒例になった人気コーナーです。コーヒーや紅茶を飲みながらゆっく

りできる休憩スペースには，男女共同参画についてまとめたポスターを貼り

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者数】 

219人 

 

■分科会 

より多くの世代に“ジェフリーふぇすた”を知ってもらい，参加してもら

うことを目的に，分科会を行っています。今年度は４か所で開催しました。 

 

■平成 29年 11月 28日（火）13：50～14：35【分科会】 

深伊沢小学校 

・「ジェンダー平等教育出前講座①」 

【概要】 

「ジェンダー平等教育」をテーマにした出前講座を実施しました。例えば，

女の子と男の子はどっちがピンク色？どっちが水色かな？と子どもたちに

考えてもらい，「ジェンダーに気づこう」という学習をしました。 

【講師】 

はあぐさん 
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【参加者数】 

 47人 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 29年 12月 7日（木）14：05～14：55【分科会】 

白子中学校 

・「デートＤＶ予防教育出前講座」 

【概要】 

２年生と教職員を対称に，「デートＤＶ予防教育」をテーマにした出前講

座を実施しました。 

デートＤＶについて学び，講師の親しみのある関西弁での分かりやすい語

り口と内容に，笑い声もあふれた講座になりました。 

【講師】 

川西寿美子さん（大阪私立学校人権教育研究会） 

【参加者数】 

301人 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 29年 12月 11日（月）13：00～13：40【分科会】 

 玉垣幼稚園 

・「ジェンダー平等教育出前講座②」 

【概要】 

玉垣幼稚園では，「ジェンダー平等教育」をテーマにした出前講座を実施

しました。表情サイコロや「タンタンタンゴはパパふたり」のペンギン人形

劇に注目が集まり，楽しくわかりやすくジェンダーが学べました。 

【講師】 

はあぐさん 
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■平成 29年 12月 15日（金）16：50～18：20【分科会】 

 鈴鹿医療科学大学 

・「性的マイノリティ出前講座」 

【概要】 

「性的マイノリティ」をテーマにした出前講座を実施しました。講師の武

藤祐太さんから，男女共同参画と性的マイノリティについて学びました。講

師の分かりやすく丁寧な説明が進み，終盤には簡単なグループワークを実施

して参加者同士でより深く考えてもらう講座になりました。 

【講師】 

武藤祐太さん（三重県男女共同参画センター） 

【参加者数】 

11人 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

公民館出前講座 

日時 平成 29年 12月 22日（金）10：00～12：30  

場所 牧田公民館 

内容 【概要】 

 牧田公民館で，「忍ゼミ」の先生やメンバーの方が講師となって，男性だ

けの料理教室を開催しました。難しそうでも，実は簡単に作れるビーフスト

ロガノフや，トライフルケーキを作りました。皆さん一緒に食事をしながら，

最後は脳トレを楽しみました。 

【講師】 

忍ゼミ（鈴鹿市男女共同参画団体） 
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【参加者数】 

12人 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ママハタみえ事業「就職・再就職支援スキルＵＰセミナー」 

日時 平成 30年 1月 17日（水）10：00～12：00 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター ホール 

内容 【概要】 

女性のための就職・再就職を支援するスキル UPセミナーを開催しました。

講師から電子メールの作り方や BCC・CCの違いなど教えていただきました。

その後は，参加者同士で実際にメールを送信するなど，実践的な内容のセミ

ナーでした。 

【講師】 

山中寛子さん（株式会社 Eプレゼンス webコンサルタント） 

【参加者数】 

3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画セミナー「一石三鳥～遊べる学べる整理する～」 

日時 平成 30年 1月 27日（土）10：00～12：00 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター ホール・研修室 

内容 【概要】 

 お母さん，お父さん，お子さん，家族で参加していただける，子育て世帯
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皆さんの悩みが解決するヒントが見つかるセミナーを開催しました。 

・「遊べる学べる」 

お子さんとお父さんが英語の歌にあわせて一緒に体を動かしながら，楽し

く英語を学びました。最初は初めての場所で遊ぶことに慣れず，どこかぎこ

ちなかった参加親子も，先生の英語の掛け声にあわせて，最後は楽しく体を

動かしました。 

【講師】 

服部さとみさん（NESTAキッズコーディネーショントレーナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「整理収納」 

お母さんは整理収納とはなにか，整理収納の効果など，基礎から学びまし

た。その後は，カードワークを通して，それぞれモノの優先順位を参加者で

話し合いました。 

【講師】 

須藤有紀さん（smile home） 

【参加人数】 

15人（母 5人・夫 4人・子 6人） 

 

 

 

 

 

 

 

  

就活セミナー「夫婦で家事して，働こう！」 

日時 平成 30年 2月 10日（土）10：00～12：00 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター 研修室 

内容 【概要】 

夫婦で参加して，出産や就労など将来必要なお金について学び，家事シェ
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アについて考えるセミナーを開催しました。 

自分の価値観を知った上で，お金の使い道を決めることが，大事だという

ことを学びました。 

【講師】 

生川奈美子さん（ファイナンシャルプランナー） 

【参加人数】 

10 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性のための電話相談「相談員養成講座」 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター ホール・研修室 

内容 

日時 

相談事業の一環として自己啓発と，これから相談員等を目指す方，現在され

ている方のスキルアップを目的として，３回連続で開催しました。 

■第 1回 平成 30年 2月 8日（木）13：00～16：00 

「電話相談の基礎」について 

【講師】 

増井さとみさん（名古屋ＹＷＣＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

■第 2回 平成 30年 2月 15日（木）13：00～16：00 

「相談の中に見えてくるジェンダー」について 

【講師】 

加藤佐紀子さん（名古屋ＹＷＣＡ） 
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■第 3回 平成 30年 2月 22日（木）13：00～16：00 

「電話相談の実態」について 

【講師】 

増井さとみさん（名古屋ＹＷＣＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者数】 

42人（3回延べ） 

 

創業支援セミナー 

日時 平成 30年 2月 25日（日）13：30～16：30 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター ホール 

内容 【概要】 

 創業・起業に興味のある方や，お考えの方，また実際に取り組んでいる方

を対象に，産業政策課と協働してセミナーを開催しました。第１部「起業に

おいて，もっとも重要なこと」では，橋本真里子さんから，自身の経験から

企業に関して実際に必要なことや，前向きな考え方など，わかりやすく教え

ていただきました。第２部「事業コンセプトづくり」では池田裕一さんより，

顧客ニーズの把握について講義していただき，グループワークにて企画書づ

くりを行いました。 

【講師】 

橋本真里子さん（ディライテッド株式会社 代表取締役 CEO） 

池田裕一さん（日本能率協会コンサルティング） 
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【参加者数】 

18人 

 

女性活躍推進セミナー「毎日が楽しくなるコツ～幸せになれる人の考え方～」 

日時 平成 30年 3月 24日（土）13：30～15：00 

場所 鈴鹿市男女共同参画センター ホール 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 

今回のセミナーは女性活躍推進を目的とし，誰もが家庭や学校，職場等あ

らゆる場において，前向きに楽しく自分らしく過ごしていけるよう，そのコ

ツをつかむきっかけをテーマに開催しました。 

講師の羽林由鶴さんから，毎日が楽しい，幸せだと思える人になるために必

要な考え方を伝授していただきました。“目線・姿勢・声の出し方・表情”

などのレクチャーを受けつつ，実際にまわりの人と会話をしてみました。皆

さんの楽しそうな声が響いて，幸せな雰囲気のあふれる講演会でした。 

【講師】 

羽林由鶴さん 

【参加者数】 

130人 

【参加者の感想より】 

・なりたい自分をイメージして，そこに向かって，仕事・趣味をがんばって

まいります。 

・すごく素敵な話をありがとうございました。途中，何度も泣きそうになり

ました。自分を中心にして生きることは，ごうまんや自分勝手やわがまま

ではなく，大切だと思いました。相手を思いやって，誠実に生きようと思

いました。 
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